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循環”を意識しながら画面に生じる偶然性をコントロールしながら自身の意図をそこに調和させる方法を模
索しようと試みたという。技法的には提出作品２ではあえて使用を控えた岩絵の具等をたらし込みながら使
用している。その結果、抽象性が増し空の印象からは次第に離れていくこととなったが、画面は重厚感を増し、
申請者の目指す“風景との一体化”には成功しているように見える。 
何度も現地に足を運び、対象に畏敬を感じつつスケッチを繰り返す“風景との一体化”を図る姿勢には好
感が持てる。制作において申請者も論考の中で述べている通り、意図と偶然性、この両方を画面に取り入れる
という課題は依然模索中であり解決はしていない。しかし、この制作態度を維持することで、いずれは申請者
独自の絵画表現へと昇華するものと信ずる。 
 審査会においては、審査員全員が一連の作品を学位にふさわしいものとして評価、判断し合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は、学部時代より水を主要な題材として制作している。ただ、それらは単に水辺の風景を描いたもの
ではなく、水を媒介に対象と自己との一体化を作品化しようとする試みでもある。それを申請者は水の“循環”
とみなすことで制作をすすめ、論文においてもその過程をふり返る。 
ここで申請者のいう水の“循環“とは、単に水が雨となり地上に降り、川となって流れ、また蒸発して天に
帰っていくという自然への崇敬だけではない。繰り返し水のある風景を写生する際の目の前の水の風景と、こ
れまでに申請者のなかに蓄積された水の記憶との間の“循環”。そして、水を媒介とする日本画制作において
特徴的な、画面と制作者の水の記憶との間を行き来する“循環”をも重ね合わせたものが申請者のいう水の“循
環”である。 
制作のうえで注目されるのは現地への繰り返しの取材と写生である。これからも申請者が対象との一体化
を図ろうとするさまがよくうかがわれる。提出作品はこれまでの申請者の試みの経過をよく示す3点となって
いる。「水田の風景」は故郷の田の風景を、写生的な側面を強く残しつつ抽象化を探ったもの。「水の痕跡」は
写生により記憶化された水を、岩絵具より流動性の高い墨で抽象的に表現しようとしたもの。「水の循環」は、
写生による具象性と岩絵具のたらしこみによる抽象性の結び付きを再度探ろうとしたもの。それぞれ表現は
異なり、着地点を見出せているとはいい難いが、いずれも対象と自己の一体化を図る申請者の真摯な取り組み
を映し出すものとして十分評価できた。 
論文は、まず水があたえる恩恵と恐怖の両義性について、制作の原点でもある故郷の風景を例に考察する。
つづいて申請者が崇敬の念をいだきモチーフとしてきた海や滝などについてエドマンド・バークの「崇高論」
を援用しつつ論じ、人びとのそれら対する信仰や崇敬の念についてもあわせて考察する。最後に、作品や技法
の変遷と提出作品の解説から、自身の制作と写生の関係や、制作における水の循環について説き起こす。論旨
が水の両義性と対象との一体化との間で揺れ動くなど一貫しない点もみられるが、丹念に制作の背景となる
水との“循環”を追い、今後の展開への指標となっている点を評価した。 
以上のように、論文、作品ともに申請者の着実な思索と実践の結果として充実したものであると審査員全員
が評価し、合格と判定した。 
 
